
 

 

 

日時：202６年1月21日（水）     講師：三井住友海上火災保険株式会社 

和歌山 栄 氏 

  

 今月は 

 

 

 

 

 

         医療機関として求められる情報保護の考え方や、日常業務の中で 

私たちが取るべき行動について理解を深めました。 

 

 

サイバーセキュリティとは、 

ネットワーク・コンピュータ・データを不正アクセスや攻撃から守り、情報の 

「機密性・完全性・可用性」を維持するための取り組み全体のこと 

 

 

研修の目的として、講義の冒頭、講師より次のような問いかけがありました。 

 

 

「『サイバー攻撃』と聞くと、会社の問

題で自分は関係ないと思っていません

か？  

被害の原因には、会社の対応不足だけ

でなく、従業員の“ついうっかり”も

あります。だからこそ、サイバーリス

ク対策には“ヒトによる取組”が欠か

せません。」 

 

この言葉は、サイバー攻撃が特別な出来事ではなく、日常の小さな油断から重大な事

故が生まれることを改めて示すものでした。「自分には関係ない」という意識こそが、攻

撃者にとって最も狙いやすい隙となります。 

 

あなたも企業も狙われる！ 

今すぐサイバーセキュリティ 



 研修内容    

そして研修では、左記のポイントを中心に

学びました。 

サイバーセキュリティは専門職だけの仕事

ではなく、職員一人ひとりの行動が病院全体

の安全を左右するという視点が強調されまし

た。不審なメールを開かない、パスワードを

適切に管理する、アップデートを怠らないな

ど、どれも日常の基本的な行動です。 

こうした“当たり前”を確実に続けることこそが、病院の安全を守る大きな力になる

と実感しました。 

 

今回示された「アメパーク」の 7 つの

ポイントも、特別な技術を必要とせず、

今日から実践できる内容ばかりです。し

かし、簡単だからこそ後回しになりやす

い部分でもあります。 

研修を通じて、小さな行動の積み重ね

が組織全体の安全につながるという意識

を共有する重要性を改めて感じました。 

 

単なる知識の習得だけでなく、私たちの働き方や意識そのものを見直すきっかけとな

りました。患者さまの大切な情報を守ることは医療者としての責任であり、信頼を守る

行為そのものです。 

患者さまの大切な情報を守ることは、医療者としての責任であり、

信頼を守る行為そのものです。医療現場を支えているのは一人ひとり

の職員であり、 

“日々の小さな注意が大きな事故を防ぐことにつながる” 

と再確認しました。 

今回の学びを、日々の業務に活かし、より安全で信頼される医療提供体制を築いてま

いります。サイバー攻撃は決して他人事ではなく、日々の小さな注意が病院全体の安全

につながるという視点を自然と再確認

する時間となりました。 

 

 

 

 

 

 


